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＜病棟連絡事項＞
・本日、高齢患者様の１回目のコロナウイルスワクチン接種を実施しております。副反応など症状の観察をお願いします。

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・馬渡　澄雄様～14:00東病棟Dユニット17号室→南病棟Aユニット44号室
【入院】
・白井　光雄様～10:45東病棟Cユニット4号室
・小林　司様～10:18東病棟Dユニット18号室
・河村　哲久様～10:39東病棟Aユニット10号室

＜患者様連絡事項＞
・中市　正治様～田中Dr.診察にて臨時薬７日分継続処方となる。

・佐々木　章洋様～嘔気の訴えあり、ナウゼリン(5)3T毎食後、３日分処方。また、体調不良の訴えにて、夕食よりホールでの食事となる。

・岡山　貴文様～腰痛の訴え続いており、ケトプロフェンテープ４０ｍｇ２袋処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり予定より早くに開放観察終了している。自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。9:30主治医指示にて開放観察開始するが、易怒性・興奮顕著であり9:35開放観察終了している。帰室後は粗暴行為・逸脱行為無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。開放観察中には飲水要求頻回でありホール手洗い場での飲水行為も見られる。都度介入要しているが了解乏しい。高揚気分見られないが談話心迫・多弁顕著である。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・髙橋　信一様～身体拘束中。8:00拘束一時解除している。希死/自殺念慮に関する言動無く終始静穏。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～各食数口のみ摂取。服薬すると情動不穏になると訴え昼食後薬のレボトミン(25)1T拒薬。再三の声掛けにも頑なに服薬拒否される。"主治医診察日は落ち着かない"と話すも情動安定しており衝動行為見られない。

・中市　正治様～バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。腹痛、嘔気持続。活気のなさ見られている。

・河村　哲久様～10:39スタッフ付添いの下、独歩にて東病棟Aユニット10号室へ任意入院となる。入院後より自室から出て来られる事無く他者交流も見られない。希死/自殺念慮に関する言動は無い。衝動行為・問題行動も見られない。

・白井　三男様～10:45 東病棟ユニットCユニット4号室へ医療保護入院となる。易怒性・攻撃性等の認知症周辺症状に関連した問題行動無く終始静穏。

・小林　司様～10:18東病棟Dユニット18号室へ任意入院となる。入院後は不安感等なく自室にて過ごしている。対面時不調の訴えなく穏やか。
[bookmark: _GoBack]
＜深澤Dr.診察情報＞
・澤口　利香様～臨時薬の小青竜湯・レボトミン錠中止。v.d.Sにミルタザピン錠(15) 1T追加となる。上記内容にて臨時薬7日分処方となる。
主治医深澤Dr.に母様よりみちのく記念病院の転院に関して面　談希望があった事を情報提供している。主治医より先に面談を実施するのでは無く、みちのく記念病院に(主治医より)転院の打診をした後、その返答を踏まえ面談を実施する方向性で調整するよう指示あり(※当面の間、面談は実施しなくても良いのでは、との事)。

・飯田　修子様～臨時薬ロナセンテープ40mg 14枚処方となる。

・北向　勇治様～臨時薬のメマンチン塩酸塩OD錠10mg⇒15mg増量となり、他同内容で7日分処方となる。主治医深澤Dr.より過鎮静状態となるリスクが高い為、身体状態の観察を徹底するよう指示あり。

・新山　ヤシヱ様～入院時より血圧高値続いている事を主治医深澤Dr.に報告している。明日も血圧高値であれば、降圧剤処方を検討していくとの事。

＜入院患者様情報①＞
　氏名：小林　司（こばし　つかさ）様
　生年月日：昭和46年7月25日46歳
　病名：うつ病
　性別：男性
　　主治医：深澤Ｄｒ
　入院形態：任意入院
　病棟：東病棟Dユニット

　H18年うつ病発症。かづの厚生病院で治療継続していた。
H27年3月9日秋田県内の靴量販店で、強盗事件を起こしていた。同年6月強盗及び女性監禁・わいせつ罪にて逮捕される。女性の監禁わいせつ罪については、条件付き（秋田県外での生活）で示談となる。懲役3年、執行猶予5年保護観察の判決が下り、GH明倫寮に入所、H27年12月10日当院初診し、以後定期的な通院と薬物療法継続していた。R3年にはいり、入居施設の経営者の威圧的態度等がストレスになっている事。しかし従事しているB型事業所の仕事の内容には特に問題なく導線の皮むきの作業と種分けに従事していたが、最近、厨房の仕事になってから慣れない事もあり、抑うつ感が見られるようになり薬剤調整行っていた。5月22日、突然荷物をまとめることあり施設を出ていくと話すことがるため、秋田県の実家に連れていったが、実家の方でも被害者との約束もあり、秋田県に戻ることは困るとの事。施設側でも、入院するならそれまで入居は可能となり、症状改善・環境調整目的での入院となる。



＜入院患者様情報②＞
氏名：白井　三男（しらい　みつお）様
　生年月日：昭和12年4月29日　84歳
　病名：アルツハイマー型認知症
　性別：男性
　主治医：金Dr（サポート医：深澤Ｄｒ）
　入院形態：医療保護入院
　　　病棟：東病棟Cユニット

　Ｒ2.10.5物忘れを主訴とし、当院初診。以後定期的な通院継続していた。Ｒ3.3.31訪問看護が訪問すると自宅に警察が来ており、本人より「財布を紛失し妻が盗った。」と訴えがあり、自宅内を警察職員と共に捜索していた様。結局財布はコートの内ポケットから発見したが、「中身の金がない。」と話し不満そうな様子が見られる。その後も妻に対し暴言や手を振り上げる行為あり、高齢者支援センターハピネスやくらが介入し市長同意の下での入院となる。

＜入院患者様情報③＞
　氏　　名：河村　哲久（かわむら　あきひさ）様
　生年月日：昭和45年10月16日50歳
　病　　名：精神遅滞　てんかん
　性　　別：男性
　主治医　：田名部Ｄｒ
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　生来的に中等度の知的障害を有している。てんかん発作を起こして、S52.8.12八戸市立市民病院[精神科]を初診し、同院への通院を継続。H2年1月より、知的障害者通所授産施設「くるみの里」の利用を開始。H13年2月、他者への暴力行為があり、同月に利用を中止。以後、地域活動支援センター「青明舎」を利用して、活動性や対人関係能力の改善を図っていた。
　H13.7.5当院を初診し、当院への通院を継続。H26年7月、母入院後、不安が強くなり徐々に情動不穏や希死念慮が出現し、薬物とアルコールを併用後、「死にたい」とメールを送り兄弟が警察署へ通報。警察署が救急要請し八戸市立市民病院へ搬送。H26.7.31当院受診し、上記症状の軽減を目的として同日当院へ入院。H26.8.18退院後、当院への通院（1回/4週）、知的障害者通所授産施設「くるみの里」の利用を継続していたが、最近夜間の睡眠が不安定で頭痛など身体不調も出現。昨日16:13、ぴあみなとの大島さんから入電あり、30分ほど前にカロナール200㎎１４錠を内服してしまったと電話があり訪問したとのこと。本日緊急受診している。診察にてサポート職員より、こうした事は始めてではなく、死にたいことを訴えていたり、内科に行って死ねる薬をもらいたい、など話していることがあったとのこと。今後の生活を含め方針について、考える時間が必要であると入院を勧めると拒絶的な反応であったが、サポート職員からの説得もあり、入院に同意される。R3.6.210:39、精神療法・薬物療法による症状改善目的にて、東病棟
Aユニットへ任意入院となる。
